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学年制・単位制と 2 学期制について  

本校では、本科は「学年制」、専攻科は「単位制」を基本にしています。 

本科においては進級認定のために学年ごとに決められた課程を修了することが必要です。 

一方、専攻科では、必要な単位数を修得することで課程の修了が認められます。 

 

1 年は前学期・後学期の 2 学期に分けられ、それぞれ学校行事を含め 15 週以上（年間計 35 週以上）

の学習時間を設けています。 

各科目の授業時間は年間を通して組まれる場合（通年科目）と、前学期あるいは後学期（半期科目）に

まとめて組まれる場合とに分けられます。 

 

 

授業科目・授業時間・学習方法等について 

【授業科目】 

心豊かな人間性を持った技術者として社会で働くことができるよう、教育課程は一般科目と各専門

についての科目から構成されており、新しい知識や技術を吸収し、思考力・創造力や自身で新しい技

術・知識を習得できる能力などを涵養することができるよう授業科目が配置されています。 

 

本科１、２学年は一般基礎科目が占める割合が高く、本科 3 学年以上は専門科目の割合が高くなっ

ています。低学年で専門を学ぶための基礎力を養い、学年の進行に従って徐々に専門の授業に慣れ、上

級生では大学レベルの授業と、卒業研究でそれまで授業や実験・実習により学んだことを基礎に新しい

ことに挑戦することができます。 

 

【授業時間と単位】 

本校での授業は、1 単位時間を 50 分として、1 コマ 90 分（2 単位時間※）、学期ごとに 15 週以上行

います。 

高専の授業科目は「履修単位」と「学修単位」の 2 通りがあります。（詳細は以下） 

履修単位科目は従来からの本科履修時間計算法で行われておりましたが、平成 17 年に高等専門学校

設置基準の改正により、高専でも大学同様に自学自習を取り入れることで、授業形態・授業方法に多様

性を持たせることができるようになりました。 

  



(1) 履修単位科目 

本科従来からの計算方法です。30 単位時間の履修により 1 単位として計算します。 

 

(2) 学修単位科目 

授業と自学自習を合わせて 45 時間の履修により 1 単位として計算します。 

講義・演習：15～30 時間の授業+30～15 時間の自学自習＝1 単位 

実験・実習・実技：30～45 時間の授業+15～0 時間の自学自習＝1 単位 

 

これらは、シラバス及び学則の教育課程表に明示されており、各科目において担当教員から説明があ

りますので、それを理解し授業と自学自習に取り組んでください。 

なお、専攻科では全ての科目が「学修単位科目」として設定されていますので、積極的・自主的な自

学自習が求められます。 

 

※2 単位時間は通常 100 分ですが、45 分授業を連続で行うことで効率化し、1 コマ 90 分の授業を 2 単

位時間に相当する教育内容としています。 

 

 

各科目の評価と卒業・修了認定 

【各科目の評価】 

各科目の評価は特性に応じて、試験、課題、レポート、論文、発表等で行われます。各科目の評価方

法については、シラバスに記載していますので授業の初めに確認し、学習に臨んでください。 

学生便覧に記載されている「学業成績の評価等に関する規則」（本科）及び「専攻科の授業科目の履

修等に関する規則」（専攻科）に基づき、上記の評価項目から 100 点満点で総合評価点を算出し、評価

が行われます。 

 

【卒業・修了認定】 

本科の卒業認定と専攻科の修了認定は、学生便覧に記載している「学則」、「学業成績の評価等に関す

る規則」（本科）及び「専攻科の授業科目の履修等に関する規則」（専攻科）に基づき、行います。 

 

本科の卒業認定単位は 167 単位であり、授業科目の成績以外にも講義等の出席、特別活動や学校行

事への出席日数などの基準を満足し、全ての学年の課程を修了していることを要件として卒業認定会

議で卒業の認定が行われます。 

専攻科の修了認定単位は 62 単位であり、授業科目の成績以外にも講義の出席等を確認し、修了認定

会議で修了の認定が行われます。また、専攻科の修了と同時に日本技術者教育認定機構（JABEE）認定

を受けたプログラムの修了も必要となります。 

 

 


